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データサイエンス基礎演習 II  (2023.04.16 版) 

 

目的 ・プログラミング言語「Python」を用い，実際の測定機器で測定されたデータにおいて，統計的 

     な代表値（平均値や中央値等）を求めることができる。 

    ・プログラミング言語「Python」を用い，ヒストグラムや散布図等によりデータの可視化する 

ことができる。 

    ・プログラミング言語「Python」を用い，2つの異なる種類のデータの間の関係性を示す指標の 

     一つである相関係数を求めることができる。 

 

使用機器：ノートパソコン（インターネットに接続済み），測定データ 

注意事項：手引書の用語等，不明なところは予め書籍等を活用して調べておくこと。 

       前半にて設問を解き，後半で考察の内容を考え，レポートをまとめてください。 

       レポートはGoogle社のクラスルームから電子ファイルにてご提出をお願いします。 

       なお，実行結果はジュピターノートブック形式のファイルにてご提出ください。 

実験日のスケジュール： 
（１）途中であっても午前で作業を打ち切り，午後から報告書作成へ進むこと。 
（２）報告書を授業終了時間前までに完成させ，班員同士の評価（ピアレビュー）を行うこと。 
（３）授業終了時に, 班員全員がレポートを提出できるように協力してください。 

 

実験概要 

 本テーマはプログラミング言語「Python」を用いて各種データ処理を行います。これを通し，データサイ

エンスを行う上で必要となる知識や技術を身につけていきます。今回は旭川高専に既設の施設にて収集

された実際のデータを扱います。昨年度と違い，実際のデータには機器のトラブル等が原因による外れ値

や測定漏れが含まれています。それらを踏まえ，より実際に近い状況で演習を行って行きます。 

 

「Python」について 

 分からないことは参考文献やホームページ等を活用して，各自で積極的に調べてください。また，調べた

結果をレポートにまとめておいてください。調べ方やまとめ方を身につけることも自分のための勉強になる

と思います。 

 なお，本テーマの Pythonのプログラムは全て Google社「Colaboratory」にて動作を確認 

しています。 

 

参考文献[1]のためのサポートページ（Pythonでデータ処理を進める上でのチュートリアル） 

 https://github.com/ghmagazine/python_stat_sample 

 ジュピターノートブック形式のファイルを開いて，下記について確認してください。 

 

 1．ライブラリ「pandas」についてのチュートリアル 

  データ処理の際に便利なものを集めたライブラリ 

  https://github.com/ghmagazine/python_stat_sample/blob/master/tutorial/pandas.ipynb 

 （1） ライブラリの読み込みの方法 

 （2） 「データフレーム」という形式で csvファイルを読み込む方法 

 （3）「データフレーム」という形式の扱い方 
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 2．ライブラリ「matplotlib」について 

 グラフを描画する等，データ可視化を扱う際に便利なものを集めたライブラリ 

 

 3．ライブラリ「numpy」について 

 行列（配列）の演算を扱う際に便利なものを集めたライブラリ 

  https://github.com/ghmagazine/python_stat_sample/blob/master/tutorial/numpy.ipynb 

 （1） データ型の一つであるリストを用いた処理方法 

 

 4．簡単なチュートリアル 

  https://github.com/ghmagazine/python_stat_sample/blob/master/tutorial/python.ipynb 

  Pythonについては知らないことが多いと思いますので，サンプルプログラム等を参考にして 

  必要なところは，真似してみてください。 

 

準備手順 

（1）Googleクラスルームにあるデータファイルをダウンロードしてください。 

（2）各自のアカウントにてGoogle社「Colab」のページを開いてください。 

（3）その「Colab」のページへデータファイルをアップロードしてください。 

（4）演習を進めるために必要なファイル（ライブラリ）を読み込むために下記のプログラムを実行する。 

 なお，左側の数字は行番号，「＃」以降はコメントですので，入力する必要はありません。 

 

 

 資料を参考にすると下記のプログラムにてデータファイルを読み込むことができる。 

 

 

演習 1 「統計的な代表値な計算」 

データファイルには 1週間分の多くの種類の測定 

データがあります。例えば，次のプログラムにて測定 

開始から 20分間の気温の統計的な代表値を計算 

できます。 
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設問 1 

（1） 「気温」以外についても，測定開始から 20分間の統計的な代表値を計算してください。 

（相対湿度，絶対湿度，CO2濃度，風向くらいまで計算してください。） 

（2） 「気温」について，測定開始から 120分間の統計的な代表値を計算してください。 

 

もし余裕があれば，「気温」以外のデータについても，測定開始から 120分間の統計的な代表値を計算

してください。 

 

 

演習２ 「データの可視化」 

 例えば，下記にて測定開始から 20分間の気温のヒストグラムを描画することができます。 

   

 

設問 2  

（1）「気温」以外のデータについても，測定開始から 20分間のヒストグラムを描画してください。 

   （相対湿度，絶対湿度，CO2濃度，風向くらいまで描画してください。） 

（2）「気温」のデータについて，測定開始から 120分間のヒストグラムを描画してください。 

 

もし余裕があれば，「気温」以外のデータについても，測定開始から 120分間のヒストグラムを描画してく

ださい。 

演習 3 「データの可視化 2」 

 例えば，下記にて測定開始から 120分間の気温（X軸）と相対湿度（Y軸）の散布図を描画することが

できます。 
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 ちなみに 1日分および 1週間分の気温（X軸）と相対湿度（Y軸）の散布図は下図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

         図：1日分の散布図             図：1週間分の散布図 

 

設問 3 「気温」と「相対湿度」以外の組み合わせのデータについても，測定開始から 120分間の散布図    

    を描画してください。 

    （絶対湿度，CO2濃度，風向くらいまで描画してください。） 

 

演習 4 「相関係数の計算」 

 例えば，下記にて測定開始から 20分間の気温と相対湿度の相関係数を計算することができます。 

 

 

設問 4 「気温」と「相対湿度」以外の組み合わせのデータについても，測定開始から 20分間の相関 

    係数を計算してください。 

    （絶対湿度，CO2濃度，風向くらいまで描画してください。） 

 

演習 5 「データのクリーニング」 

 例えば，下記にて測定開始から 120分間の気温と相対湿度の相関係数を計算しようとしても計算が 

 できません。（「NaN」は「Not a Number」の略で非数と訳されます。） 
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これは，下記にある赤枠や青枠のようにデータが欠損している箇所（装置の誤動作等）があるからです。 

 

 

（データクリーニング作業） 

 欠損値を取り除くため，表計算ソフト（マイクロソフト社 EXCELを利用する場合はマルチメディア室の

PCを利用）を利用して，欠損している箇所の行を削除してください。 

 

 データクリーニングの後に下記の設問 5を実行してください。ただし，ファイルを保存する際，文字 

コードは「UTF-8」としてください。 

 

設問 5 

（1） 「気温」と「相対湿度」の組み合わせのデータについても，測定開始から 120分間の相関係数を 

   計算してください。 

（2） 「気温」と「相対湿度」以外の組み合わせのデータについても，測定開始から 120分間の相関 

   係数を計算してください。 

 

 



情報分野 「データサイエンス基礎演習 II」 Lv.3 3年 

 6 / 6 

 

（もし余力があれば，） 

（3） 「気温」と「相対湿度」の組み合わせのデータについても，測定開始から 1日分の相関係数を 

   計算してください。 

（4） 「気温」と「相対湿度」以外の組み合わせのデータについても，測定開始から 1日分の相関 

   係数を計算してください。 

 

 ちなみに，手元の計算では 1日分の 「気温」と「相対湿度」の組み合わせの相関係数は「-0.951」くら

いかと思います。 

 さらに，余裕があれば，上記の相関係数について，1週間分のものを計算してみてください。 

 

 

考察 

  a．「相関係数」の意味を調べ，まとめなさい。 

  b．設問 3 と設問 5を鑑みて，分かることをまとめなさい。 

 c．今回はデータクリーニング（データクレンジング）として，欠損値を目視で発見し，その行を 

  削除しました。この欠損値の処理以外に，データクリーニングとして予め処理しておくもの 

  について調べ，まとめなさい。 

 

ピアレビュー（他者の評価）について： 

（１）別紙のチェックシートに従って，自分のレポートを他の班員 1名以上，できれば全員に評価してもらうこと。 

（２）もちろん，自分だけレビューをしてもらうのではなく，他の班員も評価すること。 
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